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６．介護保険サービス未利用者調査 

（１）基本属性 

① 調査票の記入者（問１） 

調査票の記入者は、「本人」が 57.1％、「本人の家族」が 18.6％となっている。 

 

■調査票の記入者 

 

 

 

 

 

 

 

② 性別（問２） 

性別は、「男性」が 40.4％、「女性」が 59.6％となっている。 

 

■性 別 

 

 

 

 

 

 

 

③ 年齢（問３） 

年齢は、「80～84 歳」（29.5％）が最も多く、「85 歳以上」（28.2％）、「75～79 歳」（18.6％）

と続いている。なお、前期高齢者は 15.4％、後期高齢者は 76.3％、平均 79.6 歳となっ

ている。 

 

■年 齢 

 

 

 

 

 

  

　

全体(n=156)
（平均）
79.6歳

5.1 10.3 18.6 29.5 28.2 1.3

54歳以下

1.9

55～59歳

1.9

60～64歳

3.2

65～69歳 70～74歳

(%)
75～79歳 80～84歳 85歳以上 無回答

　

全体(n=156) 57.1 18.6 1.3 23.1

本人 本人の家族 その他 無回答

(%)

　

全体(n=156) 40.4 59.6 -

男性 女性 無回答

(%)



第２章 各調査の結果 

222 

④ 居住地区（問４） 

居住地区は、「田無町」「南町」「向台町」「谷戸町」（いずれも 7.7％）が多くなってい

る。 

圏域別にみると、「南部圏域」（26.9％）が最も多く、「中部圏域」「西部圏域」（とも

に 26.3％）、「北東部圏域」（19.9％）と続いている。 

 

■居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■圏 域 

 

 

 

  

7.7

7.1

2.6

3.8

5.1

5.1

5.8

0.6

7.7

7.7

7.1

7.1

2.6

7.7

1.9

5.1

3.8

3.8

0.6

1.3

1.3

3.8

0.6

0 % 2 % 4 % 6 % 8 % 10 %

田無町

保谷町

北原町

泉町

住吉町

新町

柳沢

東伏見

南町

向台町

西原町

芝久保町

緑町

谷戸町

ひばりが丘

東町

中町

富士町

ひばりが丘北

北町

栄町

下保谷

無回答

全体(n=156)

地域包括支援

センター名
圏 域

田
無
町

新
町

向
台
町

泉
町

西
原
町

緑
町

富
士
町

栄
町

北
東
部
圏
域

南
部
圏
域

西
部
圏
域

中
部
圏
域

　

全体(n=156) 26.3 26.9 26.3 19.9 0.6

中部圏域 南部圏域 西部圏域 北東部圏域 無回答

(%)
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⑤ 居住形態（問５） 

居住形態は、「一戸建ての持ち家」（53.8％）が最も多く、次いで「分譲マンション」

「公的賃貸住宅（都営・市営、公団、公社）」（ともに 16.0％）が多くなっている。 

 

■居住形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 同居家族（問６） 

同居家族は、「配偶者」（46.8％）が最も多く、「息子・娘」（31.4％）、「ひとり暮らし」

（25.0％）と続いている。 

 

■同居家族（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配偶者

息子・娘

ひとり暮らし

息子・娘の配偶者

孫・ひ孫

親

あなたや配偶者の兄弟姉妹

その他

無回答

46.8

31.4

25.0

8.3

7.7

1.3

0.6

5.1

1.9

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

全体(n=156)

　

全体(n=156) 53.8 0.6 16.0 9.0 16.0

一戸建ての持ち家 一戸建ての借家 分譲マンション

民間賃貸アパート

・マンション

公的賃貸住宅

(都営・市営、

公団、公社)

(%)

社宅・官舎

0.6

高齢者向け住宅

(有料老人ホーム、

サービス付き高齢者向け住宅)
0.6

その他

2.6

無回答

0.6
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⑦ 同居者全員の年齢が 65 歳以上（問６付問） 

同居者がいる人（問６で「ひとり暮らし」以外に回答した人）の同居者全員の年齢が

65 歳以上という回答は、「はい」が 50.9％、「いいえ」が 41.2％となっている。 

 

■同居者全員の年齢が 65 歳以上 

〈同居者がいる人〉 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 平日の日中独居の状況（問７） 

平日の日中独居の状況は、「ひとりでいることが多い」が 44.2％、「ひとりでいること

は少ない」が 47.4％となっている。 

 

■平日の日中独居の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　

全体(n=114) 50.9 41.2 7.9

はい いいえ 無回答

(%)

　

全体(n=156) 44.2 47.4 8.3

ひとりでいることが多い ひとりでいることは少ない 無回答

(%)
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（２）日ごろの生活 

① 日常生活で困っていることの有無（問８） 

日常生活で困っていることの有無は、「ある」が 61.5％、「ない」が 32.1％となって

いる。 

■日常生活で困っていることの有無 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度調査と比較すると、「ある」が 10.0 ポイント増加している。 

 

■【前回比較】日常生活で困っていることの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　

全体(n=156) 61.5 32.1 6.4

ある ない 無回答

(%)

　

全体(n=156) 61.5 32.1 6.4

ある ない 無回答

(%)

（％）
あ

る

な

い

無

回
答

平成28年度調査 (n=156) 61.5 32.1 6.4

平成25年度調査 (n=260) 51.5 31.2 17.3
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② 困っていること（問８付問） 

困りごとがあった人（問８で「ある」と回答した人）の日常生活での困りごとの内容

は、「外出の際の移動手段」（34.4％）が最も多く、「日々の買い物」（33.3％）、「掃除」

（27.1％）と続いている。 

 

■困っていること（複数回答（３つまで）） 

〈日常生活で困っていることがある人〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

外出の際の移動手段

日々の買い物

掃除

家具の移動

通院・入所

庭の手入れ他

電化製品の扱い方

税金の支払や公共機関の手続き

炊事

入浴

日々のごみ出し

財産やお金の管理

トイレ

洗濯

その他

無回答

34.4

33.3

27.1

20.8

18.8

16.7

14.6

13.5

13.5

12.5

9.4

7.3

5.2

4.2

8.3

1.0

0 % 10 % 20 % 30 % 40 %

全体(n=96)
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平成 25 年度調査と比較すると、「電化製品の扱い方」は 8.6 ポイント、「掃除」は 6.2

ポイント増加し、「外出の際の移動手段」は 10.4 ポイント、「税金の支払や公共機関の

手続き」は 5.2 ポイント減少している。 

 

■【前回比較】困っていること（複数回答（３つまで）） 

〈日常生活で困っていることがある人〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（％）
外

出

の

際
の

移

動

手

段 日

々

の

買
い

物

掃

除

家

具

の

移
動

通

院

・

入
所

庭

の

手

入
れ

他

電

化

製

品
の

扱

い
方

税

金

の

支
払

や

公

共

機

関

の

手
続

き

平成28年度調査 (n=96) 34.4 33.3 27.1 20.8 18.8 16.7 14.6 13.5
平成25年度調査 (n=134) 44.8 33.6 20.9 19.4 15.7 16.4 6.0 18.7

炊

事

入

浴

日

々

の
ご

み

出

し 財

産

や
お

金

の

管

理

ト

イ

レ

洗

濯

そ

の

他

無

回

答

平成28年度調査 (n=96) 13.5 12.5 9.4 7.3 5.2 4.2 8.3 1.0

平成25年度調査 (n=134) 9.7 15.7 9.7 9.0 6.0 5.2 8.2 3.0
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（３）医療の状況 

① 治療中の病気の有無（問９） 

治療中の病気の有無は、「ある」が 89.1％、「ない」が 7.1％となっている。 

 

■治療中の病気の有無 

 

 

 

 

 

 

 

② かかりつけ医・かかりつけ歯科医・かかりつけ薬局の有無（問 10） 

かかりつけ医が「いる」は 85.9％、かかりつけ歯科医が「いる」は 67.9％、かかり

つけ薬局が「ある」は 73.7％となっている。 

 

■かかりつけ医・かかりつけ歯科医・かかりつけ薬局の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　

全体(n=156) 89.1 7.1 3.8

ある ない 無回答

(%)

(n=156)

(１)かかりつけ医

(２)かかりつけ歯科医

(３)かかりつけ薬局

85.9

67.9

73.7

6.4

21.8

14.7

2.6

1.9

5.1

5.1

8.3

6.4

いる（ある） いない（ない）

わからない

無回答

(%)
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平成 25 年度調査と比較すると、かかりつけ歯科医が「いる」は 7.9 ポイント増加し、

「いない」は 8.6 ポイント減少している。なお、かかりつけ医が「いる」は微減、かか

りつけ薬局が「ある」は微増となっている。 

 

■【前回比較】かかりつけ医・かかりつけ歯科医・かかりつけ薬局の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 医療の受診形態（問 11） 

医療の受診形態は、「通院している」が 80.1％と多くなっており、「訪問診療を受けて

いる」は 3.8％、「往診を必要なときに利用している」は 1.3％となっている。 

 

■医療の受診形態（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

  

通院している

訪問診療を受けている

往診を必要なときに利用している

無回答

80.1

3.8

1.3

15.4

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

全体(n=156)

（％）
い

る

（

あ

る
）

い

な

い

（

な

い
）

わ

か

ら
な

い

無

回

答

平成28年度調査 (n=156) 85.9 6.4 2.6 5.1

平成25年度調査 (n=260) 88.1 6.2 1.9 3.8

平成28年度調査 (n=156) 67.9 21.8 1.9 8.3
平成25年度調査 (n=260) 60.0 30.4 0.8 8.8

平成28年度調査 (n=156) 73.7 14.7 5.1 6.4

平成25年度調査 (n=260) 70.8 16.9 3.8 8.5

かかりつけ医

かかりつけ歯科医

かかりつけ薬局
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④ 受けている医療処置（問 11 付問１） 

自宅訪問による診療を受けている人（問 11 で「訪問診療を受けている」「往診を必要

なときに利用している」と回答した人）の医療処置は、「医療処置は受けていない」（３

件）が最も多く、「人工透析」「胃ろう」「その他」がいずれも１件となっている。 

 

■受けている医療処置（複数回答） 

〈自宅訪問による診療を受けている人〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人工透析

胃ろう

点滴の管理

ストーマの処置

気管切開

中心静脈栄養

たんの吸引

在宅酸素療養

疼痛の看護

人工呼吸器

経管栄養

じょくそう

留置カテーテル

インスリン

その他

医療処置は受けていない

無回答

1

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1

3

2

0 件 1 件 2 件 3 件 4 件

全体(n=8)
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⑤ 在宅療養を送るうえで困っていること（問 11 付問２） 

自宅訪問による診療を受けている人（問 11 で「訪問診療を受けている」「往診を必要

なときに利用している」と回答した人）の在宅療養を送るうえで困っていることは、「デ

イサービスやショートステイが利用できない」が２件となっている。 

 

■在宅療養を送るうえで困っていること（複数回答） 

〈自宅訪問による診療を受けている人〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

デイサービスやショートステイが利用できない

在宅療養(看取りを含む)について相談する場がない

薬を飲み忘れることが多い

介護者にゆとりがない

在宅療養サービスについての情報が不足している

体調が急変したときなど、いざというときに入院できる
のか不安がある

医師の対応に不安がある

緊急時に医師と連絡がとれない

口腔ケアや歯科診療が受けられない

医師や介護サービス事業所が悩みを聞いてくれない

医療や介護サービスにお金がかかる

訪問看護の対応に不安がある

ケアマネジャーの対応に不安がある

介護サービスの対応に不安がある

その他

無回答

2

1

1

1

1

1

1

-

-

-

-

-

-

-

1

4

0 件 1 件 2 件 3 件 4 件 5 件

全体(n=8)
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⑥ 「在宅療養後方支援病床確保事業」の認知度（問 12（１）） 

「在宅療養後方支援病床確保事業」の認知度は、「はじめて聞いた」（69.2％）が最も

多く、「名称は聞いたことがある」（18.6％）、「名称も内容も知っている」（3.8％）と続

いている。 

 

■「在宅療養後方支援病床確保事業」の認知度 

 

 

 

 

 

 

⑦ 在宅療養実現のための取り組みの推進（問 12（２）） 

在宅療養実現のための取り組みの推進は、「進めるべきである」（59.0％）が最も多く、

次いで「わからない」（29.5％）が多くなっている。 

 

■在宅療養実現のための取り組みの推進 

 

 

 

 

 

 

⑧ 在宅療養実現のための取り組みを進めるべきでないと思う理由（問 12 付問） 

在宅療養実現のための取り組みを進めるべきでないと思う理由を自由記述形式でう

かがった。回答は、以下の１件となっている。 

 

・在宅療養のための費用が高額だから。 

 

 

 

  

　

全体(n=156) 3.8 18.6 69.2 8.3

名称も内容も知っている 名称は聞いたことがある はじめて聞いた 無回答

(%)

　

全体(n=156) 59.0 0.6 29.5 10.9

進めるべきである 進めるべきでない わからない 無回答

(%)
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（４）今後の希望 

① 今後の生活場所の希望（問 13） 

今後の生活場所の希望は、「自宅」が 66.7％を占めており、「特別養護老人ホームなど

の福祉施設」が 7.7％で続いている。 

 

■今後の生活場所の希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 在宅療養生活を希望する理由（問 13 付問１） 

在宅療養を希望する人（問 13 で「自宅」「子ども、親族の家」と回答した人）の理由

は、「住み慣れた家にいたい」（85.2％）が最も多く、「家族との時間を多く持ちたい」

（33.3％）、「自宅で最期を迎えたい」（30.6％）と続いている。 

 

■在宅療養生活を希望する理由（複数回答） 

〈在宅療養を希望する人〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　

全体(n=156) 66.7 2.6 6.4 7.7
4.5

0.6 5.8 5.8

自宅 子ども、親族の家

高齢者向けのケア住宅

特別養護老人ホーム

などの福祉施設

病院などの医療施設

(%)

その他

わからない

無回答

住み慣れた家にいたい

家族との時間を多く持ちたい

自宅で最期を迎えたい

病院へ行くと経済的に負担が大きい

病院での治療を望んでいない

病院より退院等を迫られ希望せざるを得ない

その他

無回答

85.2

33.3

30.6

14.8

8.3

5.6

6.5

2.8

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

全体(n=108)
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③ 在宅での療養の実現可能性（問 13 付問２） 

在宅での療養を希望する人（問 13 で「自宅」「子ども、親族の家」と回答した人）の

実現可能性は、「可能だと思う」（38.0％）が最も多く、「わからない」（28.7％）、「難し

いと思う」（25.9％）と続いている。 

■在宅での療養の実現可能性 

〈在宅での療養を希望する人〉 

 

 

 

 

 

 

④ 在宅での療養を希望しないまたは希望するが難しいと思う理由（問 13 付問３） 

在宅での療養を希望しないまたは希望するが難しいと思う人（問 13 で「高齢者向け

のケア住宅」「特別養護老人ホームなどの福祉施設」「病院などの医療施設」「その他」、

問 13 付問２で「難しいと思う」と回答した人）の理由は、「家族や親族に負担をかける

から」（60.3％）が最も多く、「急に病状が変わったときの対応が不安だから」（46.6％）、

「在宅でどのような医療や介護を受けられるかわからないから」（31.0％）と続いてい

る。 

■在宅での療養を希望しないまたは希望するが難しいと思う理由（複数回答（３つまで）） 

〈在宅での療養を希望しないまたは希望するが難しいと思う人〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　

全体(n=108) 25.9 38.0 4.6 28.7 2.8

難しいと思う 可能だと思う その他 わからない 無回答

(%)

家族や親族に負担をかけるから

急に病状が変わったときの対応が

不安だから

在宅でどのような医療や介護を
受けられるかわからないから

療養できる居住環境が整っていないから

介護してくれる家族や親族がいないから

訪問してくれる医師がいないから

介護のサービス体制が整っていないから

訪問してくれる看護師がいないから

その他

無回答

60.3

46.6

31.0

20.7

17.2

10.3

3.4

1.7

3.4

10.3

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 %

全体(n=58)
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⑤ 最期を迎えたい場所の希望（問 14） 

最期を迎えたい場所の希望は、「自宅」（47.4％）が最も多く、「わからない」（17.3％）、

「病院などの医療施設」（13.5％）と続いている。 

 

■最期を迎えたい場所の希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

要介護度別にみると、要介護５を除き、いずれも「自宅」が最も多くなっており、要

支援２と要介護１では「病院などの医療施設」「特別養護老人ホームなどの福祉施設」

との回答もみられる。 

 

■【要介護度別】最期を迎えたい場所の希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（％）
自

宅

子

ど

も
、

親

族

の
家

高

齢

者
向

け

の

ケ
ア

住

宅

特

別

養
護

老

人

ホ
ー

ム

な

ど

の

福
祉

施

設

病

院

な
ど

の

医

療
施

設

そ

の

他

わ

か

ら
な

い

無

回

答

全　体 (n=156) 47.4 1.9 3.8 7.7 13.5 - 17.3 8.3

要支援１ (n=48) 52.1 2.1 6.3 4.2 12.5 - 20.8 2.1
要支援２ (n=24) 33.3 4.2 8.3 12.5 20.8 - 16.7 4.2

要介護１ (n=33) 51.5 - - 15.2 21.2 - 9.1 3.0

要介護２ (n=15) 46.7 6.7 - - 6.7 - 33.3 6.7

要介護３ (n=6) 50.0 - 16.7 - 33.3 - - -
要介護４ (n=8) 87.5 - - - - - 12.5 -

要介護５ (n=6) 16.7 - - 16.7 - - 33.3 33.3

無回答 (n=16) 37.5 - - 6.3 - - 12.5 43.8

　

全体(n=156) 47.4 1.9 3.8 7.7 13.5 - 17.3 8.3

自宅 子ども、親族の家

高齢者向けのケア住宅

特別養護老人ホーム

などの福祉施設

病院などの医療施設

(%)

その他 わからない 無回答
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⑥ 在宅での最期の実現可能性（問 14 付問１） 

在宅での最期を希望する人（問 14 で「自宅」「子ども、親族の家」と回答した人）の

実現可能性は、「難しいと思う」（37.7％）が最も多く、「可能だと思う」（31.2％）、「わ

からない」（23.4％）と続いている。 

 

■在宅での最期の実現可能性 

〈在宅での最期を希望する人〉 

 

 

 

 

 

 

要介護度別にみると、要支援１と要支援２は「可能だと思う」が多く、要介護１以上

は「難しいと思う」が多い傾向がみられる。 

 

■【要介護度別】在宅での最期の実現可能性 

〈在宅での最期を希望する人〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　

全体(n=77) 37.7 31.2 3.9 23.4 3.9

難しいと思う 可能だと思う その他 わからない 無回答

(%)

（％）
難

し

い
と

思

う

可

能

だ
と

思

う

そ

の

他

わ

か

ら
な

い

無

回

答

全　体 (n=77) 37.7 31.2 3.9 23.4 3.9

要支援１ (n=26) 19.2 34.6 11.5 34.6 -
要支援２ (n=9) 11.1 55.6 - 33.3 -

要介護１ (n=17) 64.7 11.8 - 11.8 11.8

要介護２ (n=8) 62.5 25.0 - 12.5 -

要介護３ (n=3) 33.3 - - 66.7 -
要介護４ (n=7) 42.9 28.6 - 14.3 14.3

要介護５ (n=1) 100.0 - - - -

無回答 (n=6) 33.3 66.7 - - -
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⑦ 在宅での最期を希望しないまたは希望するが難しいと思う理由（問 14 付問２） 

在宅での最期を希望しないまたは希望するが難しいと思う人（問 14 で「高齢者向け

のケア住宅」「特別養護老人ホームなどの福祉施設」「病院などの医療施設」「その他」、

問 14 付問１で「難しいと思う」と回答した人）の理由は、「家族や親族に負担をかける

から」（60.3％）が最も多く、「急に病状が変わったときの対応が不安だから」（50.0％）、

「在宅でどのような医療や介護を受けられるかわからないから」（33.8％）と続いてい

る。 

 

■在宅での最期を希望しないまたは希望するが難しいと思う理由（複数回答（３つまで）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 延命治療についての希望（問 15） 

延命治療についての希望は、「意識を取り戻したり回復する見込みがない場合は延命

治療はしないでほしい」（57.1％）が最も多く、次いで「延命治療よりも苦痛をやわら

げる緩和的治療をしてほしい」（22.4％）が多くなっている。 

 

■延命治療についての希望 

 

 

 

 

 

 

  

家族や親族に負担をかけるから

急に病状が変わったときの対応が不安だから

在宅でどのような医療や介護を
受けられるかわからないから

介護してくれる家族や親族がいないから

療養できる居住環境が整っていないから

訪問してくれる医師がいないから

介護のサービス体制が整っていないから

訪問してくれる看護師がいないから

その他

無回答

60.3

50.0

33.8

19.1

14.7

10.3

8.8

2.9

1.5

11.8

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 %

全体(n=68)

　

全体(n=156) 2.6 22.4 57.1 - 10.3 7.7

最後まで、できる限りの

延命治療をしてほしい

延命治療よりも

苦痛をやわらげる

緩和的治療をしてほしい

意識を取り戻したり

回復する見込みがない場合は

延命治療はしないでほしい その他 わからない

(%)

無回答
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⑨ 長期療養、終末期、延命治療についての家族等への意向表明の有無（問 16） 

長期療養、終末期、延命治療についての家族等への意向表明の有無は、「伝えている」

が 45.5％、「伝えていない」が 37.8％となっている。 

 

■長期療養、終末期、延命治療についての家族等への意向表明の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 長期療養、終末期、延命治療についての意向の伝え方（問 16 付問１） 

長期療養、終末期、延命治療についての意向を伝えている人（問 16 で「伝えている」

と回答した人）の伝え方は、「口頭で」（91.5％）が最も多く、「終活ノート（エンディ

ングノート）で」は 9.9％、「私的なメモで」は 7.0％となっている。 

 

■長期療養、終末期、延命治療についての意向の伝え方（複数回答） 

〈長期療養、終末期、延命治療についての意向を伝えている人〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　

全体(n=156) 45.5 37.8 2.6 14.1

伝えている 伝えていない その他 無回答

(%)

口頭で

終活ノート(エンディングノート)で

私的なメモで

遺言などで

その他

無回答

91.5

9.9

7.0

2.8

1.4

-

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

全体(n=71)
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⑪ 長期療養、終末期、延命治療についての意向を伝えていない理由（問 16 付問２） 

長期療養、終末期、延命治療についての意向を伝えていない人（問 16 で「伝えてい

ない」と回答した人）の理由は、「家族の希望に任せたいから」（37.3％）が最も多く、

「まだ伝える時期ではないと思うから」（27.1％）と続いている。 

 

■長期療養、終末期、延命治療についての意向を伝えていない理由（複数回答） 

〈長期療養、終末期、延命治療についての意向を伝えていない人〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族の希望に任せたいから

まだ伝える時期ではないと思うから

伝えることに躊躇(ちゅうちょ)しているから

その他

無回答

37.3

27.1

22.0

25.4

3.4

0 % 10 % 20 % 30 % 40 %

全体(n=59)
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（５）介護保険サービスの利用 

① 要介護度（問 17） 

要介護度は、「要支援１」（30.8％）が最も多く、「要介護１」（21.2％）、「要支援２」

（15.4％）、「要介護２」（9.6％）と続いている。 

 

■要介護度 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 要介護認定の申請を勧めた人（問 18） 

要介護認定の申請を勧めた人は、「家族」（25.0％）が最も多く、「医師」（11.5％）、「地

域包括支援センターの職員」（10.9％）と続いている。 

 

■要介護認定の申請を勧めた人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　

全体(n=156) 25.0 3.8 7.1 9.0 10.9 11.5 4.5 9.6 12.2

家族

親戚

2.6

近所の人

2.6

友人・知人

市の保健福祉窓口職員

無回答

(%)

ケアマネジャー

社会福祉

協議会職員

0.6

民生委員・

児童委員

-

地域包括支援

センターの職員

医師

福祉用具販売事業者

・住宅改修事業者

0.6

その他

自分自身(誰にも

勧められていない)

　

全体(n=156) 30.8 15.4 21.2 9.6 3.8 5.1 3.8 10.3

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３

(%)

要介護４

要介護５ 無回答
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③ 要介護認定を申請した理由（問 19） 

要介護認定を申請した理由は、「サービスを利用したくなったとき、すぐに利用でき

るから」（46.8％）が最も多く、次いで「福祉用具購入や住宅改修をしたいから」（10.3％）

が多くなっている。 

 

■要介護認定を申請した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　

全体(n=156) 5.1 46.8 10.3
3.8

0.6 9.6 23.7

保健福祉サービス

(家族介護慰労金、おむつ助成など)

を受けるのに必要だから

サービスを利用したくなったとき、

すぐに利用できるから

福祉用具購入や

住宅改修をしたいから

車いすや介護用ベッド

などの福祉用具を

借りたいから

特別養護老人ホーム

などに申し込みを

するため

(%)

その他 無回答
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④ 介護保険サービスを利用していない理由（問 20） 

介護保険サービスを利用していない理由は、「まだ利用しなくてもよいと思うから」

（30.8％）が最も多く、「家族が介護してくれるから」（17.3％）、「介護認定をされてい

るだけで安心感があるため」（13.5％）と続いている。 

 

■介護保険サービスを利用していない理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

まだ利用しなくてもよいと思うから

家族が介護してくれるから

介護認定をされているだけで

安心感があるため

家族以外の人に家に入ってほしくないため

一時サービス(住宅改修など)だけで

よかったから

利用したいサービスがないから

体調がよくなったから

利用料を支払うだけのお金がないから

サービスの内容がよくわからないから

家族以外に介護してもらうことが

不安だから

病院に入院しているから

契約することが不安だから

よいケアマネジャーが見つからないから

サービス利用の申請方法がわからないから

利用料がサービス内容に見合って

ないと思うから

紙おむつ助成金や外出支援サービスなど

のサービスを利用するため

よいサービス事業者が見つからないから

障害者控除に介護度の証明が必要だから

ケアマネジャーの対応がよくなかったから

その他

わからない

無回答

30.8

17.3

13.5

10.3

7.7

6.4

6.4

5.8

5.8

3.8

3.8

2.6

2.6

2.6

1.9

1.9

0.6

0.6

-

7.7

1.9

30.8

0 % 5 % 10 % 15 % 20 % 25 % 30 % 35 %

全体(n=156)
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要介護度別にみると、要支援１から要介護１は「まだ利用しなくてもよいと思うから」、

要介護２から要介護４は「家族が介護してくれるから」、介護５は「病院に入院してい

るから」がそれぞれ最も多くなっている。 

 

■【要介護度別】介護保険サービスを利用していない理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（％）

ま

だ

利

用

し

な

く

て

も

よ

い

と

思

う

か

ら

家

族

が

介

護

し

て

く

れ

る

か

ら 介

護

認

定

を

さ

れ

て

い

る

だ

け

で

安

心

感

が

あ

る

た

め

家

族

以

外

の

人

に

家

に

入
っ

て

ほ

し

く

な

い

た

め

一

時

サ
ー

ビ

ス

(

住

宅

改

修

な

ど

)

だ

け

で

よ

か
っ

た

か

ら 利

用

し

た

い

サ
ー

ビ

ス

が

な

い

か

ら

体

調

が

よ

く

な
っ

た

か

ら

利

用

料

を

支

払

う

だ

け

の

お

金

が

な

い

か

ら

サ
ー

ビ

ス

の

内

容

が

よ

く

わ

か

ら

な

い

か

ら

家

族

以

外

に

介

護

し

て

も

ら

う

こ

と

が

不

安

だ

か

ら

病

院

に

入

院

し

て

い

る

か

ら

全　体 (n=156) 30.8 17.3 13.5 10.3 7.7 6.4 6.4 5.8 5.8 3.8 3.8

要支援１ (n=48) 41.7 4.2 22.9 16.7 10.4 - 2.1 6.3 8.3 2.1 2.1

要支援２ (n=24) 20.8 4.2 12.5 8.3 8.3 8.3 4.2 12.5 4.2 4.2 -

要介護１ (n=33) 36.4 33.3 15.2 6.1 6.1 15.2 15.2 - - - 6.1

要介護２ (n=15) 26.7 33.3 6.7 13.3 6.7 6.7 - 13.3 13.3 13.3 -

要介護３ (n=6) 33.3 50.0 - - - - 16.7 16.7 - - -

要介護４ (n=8) 12.5 37.5 - 12.5 12.5 12.5 12.5 - 25.0 12.5 12.5

要介護５ (n=6) - - - - - - - - - - 33.3

無回答 (n=16) 25.0 12.5 6.3 6.3 6.3 6.3 6.3 - - 6.3 -

契

約

す

る

こ

と

が

不

安

だ

か

ら よ

い

ケ

ア

マ

ネ

ジ
ャ

ー

が

見

つ

か

ら

な

い

か
ら

サ
ー

ビ

ス

利

用

の

申

請

方

法

が

わ

か

ら

な

い
か

ら

利

用

料

が

サ
ー

ビ

ス

内

容

に

見

合
っ

て

な

い
と

思
う

か

ら

紙

お

む

つ

助

成

金

や

外

出

支

援

サ
ー

ビ

ス

な

ど

の

サ
ー

ビ

ス

を

利

用

す

る
た

め

よ

い

サ
ー

ビ

ス

事

業

者

が

見

つ

か

ら

な

い

か
ら

障

害

者

控

除

に

介

護

度

の

証

明

が

必

要

だ

か
ら

ケ

ア

マ

ネ

ジ
ャ

ー

の

対

応

が

よ

く

な

か
っ

た
か

ら

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体 (n=156) 2.6 2.6 2.6 1.9 1.9 0.6 0.6 - 7.7 1.9 30.8

要支援１ (n=48) 2.1 - 4.2 2.1 2.1 - 2.1 - 10.4 2.1 27.1

要支援２ (n=24) 4.2 - - - - 4.2 - - 8.3 - 41.7

要介護１ (n=33) 3.0 9.1 3.0 - - - - - 9.1 3.0 12.1

要介護２ (n=15) 6.7 6.7 6.7 6.7 - - - - - 6.7 26.7
要介護３ (n=6) - - - - - - - - - - 33.3

要介護４ (n=8) - - - - 12.5 - - - 25.0 - 12.5

要介護５ (n=6) - - - - 16.7 - - - - - 66.7

無回答 (n=16) - - - 6.3 - - - - - - 62.5
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⑤ 介護保険サービスの認知状況（問 21） 

介護保険サービスの認知状況は、「訪問介護」（53.2％）が最も多く、「通所介護（デ

イサービス）」（44.9％）、「福祉用具の貸与」（39.7％）と続いている。 

 

■介護保険サービスの認知状況（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

訪問介護

通所介護(デイサービス)

訪問入浴介護

短期入所生活介護

(ショートステイ)

訪問看護

通所リハビリテーション

(デイケア)

訪問リハビリテーション

短期入所療養介護
(ショートステイ)

特定施設入居者生活介護

居宅療養管理指導

介護老人福祉施設

(特別養護老人ホーム)

介護療養型医療施設

介護老人保健施設(老人保健施設)

小規模多機能型居宅介護

地域密着型通所介護

夜間対応型訪問介護

認知症対応型通所介護

認知症対応型共同生活介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

看護小規模多機能型居宅介護

福祉用具の貸与

住宅改修費の支給

福祉用具の購入費の支給

無回答

家庭への
訪問や

通いで

受ける
サービス

施設など

を利用

する
サービス

身近な

地域での

サービス

その他

53.2

44.9

39.1

30.8

30.1

26.9

22.4

20.5

13.5

10.9

25.6

12.2

11.5

16.0

10.9

5.8

5.8

5.8

3.2

1.3

39.7

39.1

32.7

26.3

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 %

全体(n=156)
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⑥ 今後生活したい場所（問 22） 

今後生活したい場所は、「できるだけ在宅で、介護保険サービスを利用しながら最期

まで生活したい」（25.6％）が最も多く、「家族に負担をかけたくないから、最後はお金

のかからない老人ホームや施設・病院などに入所（入院）したい」（20.5％）、「できる

だけ在宅で、家族の介護と介護保険サービスを受けながら最期まで生活したい」（17.3％）

と続いている。 

 

■今後生活したい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 「介護予防・日常生活支援総合事業」の認知度（問 23） 

「介護予防・日常生活支援総合事業」の認知度は、「はじめて聞いた」（56.4％）が最

も多く、「名称は聞いたことがある」（19.2％）、「名称も内容も知っている」（9.0％）と

続いている。 

 

■「介護予防・日常生活支援総合事業」の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　

全体(n=156) 9.0 19.2 56.4 15.4

名称も内容も知っている 名称は聞いたことがある はじめて聞いた 無回答

(%)

　

全体(n=156) 25.6 17.3 1.9 20.5
3.2

1.9 7.7 8.3 13.5

できるだけ在宅で、

介護保険サービスを利用

しながら最期まで生活したい

できるだけ在宅で、

家族の介護と介護保険サービスを

受けながら最期まで生活したい

在宅で、介護保険サービスを

利用しないで最期まで生活したい

家族に負担をかけたくないから、

最後はお金のかからない

老人ホームや施設
・病院などに入所(入院)したい

有料老人ホームなど

お金がかかるが、

家族に負担がかからない
施設に入りたい

(%)

その他

特に考えていない

わからない 無回答
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⑧ 家族以外の人から介護や手助けが必要になった場合に受けたいサービス（問 24） 

(1) 自宅でトイレやお風呂の介助などの介護を受けるサービス 

自宅でトイレやお風呂の介助などの介護を受けるサービスについては、「わからない」

（34.0％）が最も多く、「あまりお金をかけずに、ボランティアによるサービスを受け

たい」（22.4％）、「料金にこだわらず、介護の専門家からサービスを受けたい」（19.9％）

と続いている。 

 

■自宅でトイレやお風呂の介助などの介護を受けるサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 自宅で掃除・調理・洗濯などを手伝ってもらうサービス 

自宅で掃除・調理・洗濯などを手伝ってもらうサービスについては、「あまりお金を

かけずに、ボランティアによるサービスを受けたい」（30.8％）が最も多く、「わからな

い」（27.6％）、「料金にこだわらず、介護の専門家からサービスを受けたい」（19.9％）

と続いている。 

 

■自宅で掃除・調理・洗濯などを手伝ってもらうサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　

全体(n=156) 19.9 3.2 22.4 34.0 20.5

料金にこだわらず、

介護の専門家から

サービスを受けたい

３～６か月程度の短期間で、

集中的に介護の専門家

からサービスを受けたい

あまりお金をかけずに、

ボランティアによる

サービスを受けたい わからない 無回答

(%)

　

全体(n=156) 19.9 30.8 27.6 21.8

料金にこだわらず、

介護の専門家から

サービスを受けたい

あまりお金をかけずに、

ボランティアによる

サービスを受けたい わからない 無回答

(%)
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(3) デイサービスなどに通い、食事や入浴、衰えた運動能力の回復や口の中のケアなど

を行うサービス 

デイサービスなどに通い、食事や入浴、衰えた運動能力の回復や口の中のケアなどを

行うサービスについては、「わからない」（26.9％）が最も多く、「料金にこだわらず、

介護の専門家からサービスを受けたい」（17.3％）、「あまりお金をかけずに、住民主体

のサロンや運動・交流の場でサービスを受けたい」（16.7％）と続いている。 

 

■デイサービスなどに通い、食事や入浴、衰えた運動能力の 

回復や口の中のケアなどを行うサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　

全体(n=156) 17.3 12.2 3.8 16.7 26.9 23.1

料金にこだわらず、

介護の専門家から

サービスを受けたい

介護の専門家によるサービスに

こだわらないので、料金が安いなら、

ＮＰＯや民間団体等からサービスを受けたい

３～６か月程度の短期間で、

集中的に介護の

専門家からサービスを受けたい

あまりお金をかけずに、

住民主体のサロンや運動

・交流の場でサービスを受けたい

わからない

(%)

無回答
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（６）市の介護保険・保健福祉サービス 

① 地域包括支援センターの認知（問 25） 

地域包括支援センターの認知は、「知っている」が 72.4％、「知らない」が 19.2％と

なっている。 

 

■地域包括支援センターの認知 

 

 

 

 

 

平成 25 年度調査と比較すると、「知っている」「知らない」ともに大きな変化はみら

れなかった。 

 

■【前回比較】地域包括支援センターの認知 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 地域包括支援センターの場所の認知（問 25 付問） 

地域包括支援センターを知っている人（問 25 で「知っている」と回答した人）の場

所の認知は、「知っている」が 84.1％、「知らない」が 14.2％となっている。 

 

■地域包括支援センターの場所の認知 

〈地域包括支援センターを知っている人〉 

 

 

 

 

 

 

  

　

全体(n=156) 72.4 19.2 8.3

知っている 知らない 無回答

(%)

　

全体(n=113) 84.1 14.2 1.8

知っている 知らない 無回答

(%)

（％）
知
っ

て
い

る

知

ら

な
い

無

回

答

平成28年度調査 (n=156) 72.4 19.2 8.3

平成25年度調査 (n=260) 71.2 18.8 10.0
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③ 市が取り組むべき介護保険・保健福祉サービス（問 26） 

市が取り組むべき介護保険・保健福祉サービスは、「介護が必要な状態にならないた

めの予防に関する事業」（30.1％）が最も多く、「往診やかかりつけ医・歯科医、訪問看

護など、医療の充実」（26.3％）、「老人ホームなど、常時介護が必要な方のための入所

施設」「介護を必要とする方を短期間お預かりする短期入所施設（ショートステイ）」（と

もに 23.7％）と続いている。 

■市が取り組むべき介護保険・保健福祉サービス（複数回答（５つまで）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

介護が必要な状態にならないための

予防に関する事業

往診やかかりつけ医・歯科医、

訪問看護など、医療の充実

老人ホームなど、常時介護が

必要な方のための入所施設

介護を必要とする方を短期間お預かりする

短期入所施設(ショートステイ)

認知症高齢者やその家族の支援

在宅での介護を支援する、ホームヘルパーの

派遣や入浴などのサービス

在宅で介護を受ける方のための

通所で行うデイサービス

地域包括支援センターなど、身近なところで

相談などを行える施設

健康診査・がん検診などの保健サービス

機能訓練・訪問指導・相談など、
健康維持のためのサービス

介護老人保健施設(老人保健施設)など、

リハビリなどを行うための入所施設

見守りが必要な人のための生活支援型施設

(サービス付き高齢者向け住宅等)

保健・医療・福祉に関する情報提供や

案内の充実

趣味や教育の向上、生きがい対策など気軽に

参加できる催し物・講座等の充実

住民が身近な場で主体的に取り組むことが

できる介護予防活動

福祉会館など、健康の推進や趣味・

教養向上のための施設

住民同士の支え合いを促進する、ボランティア

ポイント制度などの新しい仕組みの構築

認知症などで、判断能力が低下した方の

財産保全等権利擁護に関する取り組み

ボランティアなど、高齢者の地域活動参加

の促進や支援

高齢者の就労支援

その他

無回答

30.1

26.3

23.7

23.7

19.2

18.6

17.9

16.7

15.4

14.7

14.1

12.2

10.3

10.3

9.0

8.3

7.7

7.1

4.5

3.2

6.4

19.2

0 % 5 % 10 % 15 % 20 % 25 % 30 % 35 %

全体(n=156)
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④ 介護保険制度をよりよくするために市が力を入れるべきこと（問 27） 

介護保険制度をよりよくするために市が力を入れるべきことは、「介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）などの施設を増やしていくこと」（28.8％）が最も多く、「介護

支援専門員やヘルパーなどの人材を育成すること」（26.3％）、「利用料や保険料を補助

するなど、利用者の費用負担を軽減すること」（25.6％）と続いている。 

 

■介護保険制度をよりよくするために市が力を入れるべきこと（複数回答（３つまで）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム)

などの施設を増やしていくこと

介護支援専門員やヘルパーなどの人材を

育成すること

利用料や保険料を補助するなど、利用者

の費用負担を軽減すること

困ったときに気軽に介護相談ができる
場所を増やすこと

寝たきりにならないよう、介護予防

サービスに力を入れること

サービス事業者の質の向上に

つとめること

在宅サービスの充実に力を入れること

高齢期になっても住み続けられるよう、
多様な住まい方の施策を充実すること

介護保険の目的や利用について、

市民への啓発・ＰＲを進めること

介護保険外サービスの充実を図ること

地域全体で介護を支援する仕組みを

充実すること

市民、事業者等の意見を集約し、

東京都や国に提言していくこと

住民主体による介護予防やサービス提供
の取り組みを推進すること

その他

わからない

無回答

28.8

26.3

25.6

25.0

22.4

21.2

16.7

16.0

6.4

3.8

3.2

3.2

1.9

3.8

5.1

16.0

0 % 5 % 10 % 15 % 20 % 25 % 30 % 35 %

全体(n=156)
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⑤ 高齢者保健福祉サービス、介護保険制度への意見・要望（問 28） 

高齢者保健福祉サービス、介護保険制度について、自由記述形式でうかがい、内容ご

とに分類・整理を行った。主な意見は、以下のとおりとなっている。 

 

 

◇介護予防事業について 

・介護予防サービスの事業に力を入れてほしい。 

・西東京市は、老後への支援事業に力を入れていると感じている。数年前のアンケート

結果による指導で警告をいただき、運動、ウォーキングなど始めた。現在は、元気に

活動を続けている。 

・長寿で過ごすため、筋力、体操を 20 年週１回続けている。希望者が多く、教室の参

加が抽選となっている。楽しい教室がもっとたくさんあればと思う。 

 

◇介護保険サービスについて 

・年金生活者にとってできる限り金銭的、精神的に負担が軽くなるような介護保険サー

ビスを望む。 

 

◇在宅療養生活について 

・在宅医療が可能なのはほんの少しの人だと思う。認知症になったとしても、最後は特

養に入りたい。 

 

◇情報提供について 

・保健福祉サービス、介護保険制度の仕組みや手続きなどが複雑過ぎてなかなか理解し

にくい。 

 

◇手続きについて 

・助成の申請や、平日役所へ行かなければならないのが負担。インターネットなどで申

請ができるようにしてほしい。 

 

◇相談について 

・日曜・祝日に相談できる窓口があればいいと思う。 

 

◇施設について 

・動けなくなったとき、特養に入所できるよう、施設を増やしていくことに力を入れて

ほしい。 
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（７）介護者の状況 

① 介護者の有無（問 29） 

介護者の有無は、「いる」が 50.6％、「いない」が 21.8％となっている。 

 

■介護者の有無 

 

 

 

 

 

※以下問 30～39 は、問 29 で介護者が「いる」（79 人）と回答した場合、宛名ご本人を介

護している人にたずねている。 

 

 

 

② 主な介護者の性別（問 30） 

主な介護者の性別は、「男性」が 26.6％、「女性」が 55.7％となっている。 

 

■主な介護者の性別 

 

 

 

  

　

全体(n=156) 50.6 21.8 27.6

いる いない 無回答

(%)

　

全体(n=79) 26.6 55.7 17.7

男性 女性 無回答

(%)
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③ 主な介護者（問 31） 

主な介護者は、「夫または妻」（40.5％）が最も多く、「娘」（25.3％）、「息子」（8.9％）

と続いている。 

 

■主な介護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度調査と比較すると、「娘」が 7.9 ポイント増加し、「夫または妻」が 7.3

ポイント減少している。 

 

■【前回比較】主な介護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　

全体(n=79) 40.5 25.3 8.9 5.1 16.5

夫または妻 娘 息子

娘・息子の配偶者

2.5

兄弟姉妹

-

(%)

親

1.3

その他の

親類

-

友人・知人、

近所の人

その他

-

無回答

（％）
夫
ま

た
は

妻

娘 息
子

娘

・

息

子

の

配

偶

者 兄
弟

姉
妹

親 そ
の

他
の

親
類

友

人

・

知

人
、

近

所
の

人

そ
の

他

無
回

答

平成28年度調査 (n=79) 40.5 25.3 8.9 2.5 - 1.3 - 5.1 - 16.5

平成25年度調査 (n=138) 47.8 17.4 13.8 7.2 1.4 2.9 - 1.4 0.7 7.2
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④ 主な介護者の年齢（問 32） 

主な介護者の年齢は、“60 歳未満”が 26.6％、「60 歳代」が 13.9％、「70 歳代」が 25.3％、

「80歳以上」が16.5％となっている。また、前期高齢者は19.0％、後期高齢者は30.4％、

平均は 67.2 歳となっている。 

 

■主な介護者の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 主な介護者の居住場所（問 33） 

主な介護者の居住場所は、「同じ住宅」（65.8％）が最も多くなっている。なお、“西

東京市内”（「同じ住宅」「同じ敷地内」「同じ町内」「西東京市内」の合計）は 74.7％と

なっている。 

 

■主な介護者の居住場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 主な介護者の介護期間（問 34） 

主な介護者の介護期間は、「１年以上～３年未満」（21.5％）が最も多く、次いで「１

年未満」「３年以上～５年未満」（ともに 10.1％）が多くなっており、平均は 4.3 年とな

っている。 

 

■主な介護者の介護期間 

 

 

 

 

 

  

　

全体(n=79) 65.8 2.5
1.3

5.1
3.8 3.8 17.7

同じ住宅 同じ敷地内

同じ町内

西東京市内

東京都内

(%)

その他 無回答

　

全体(n=79)
（平均）
4.3年10.1 21.5 10.1 7.6 8.9 6.3 35.4

１年未満 １年以上～３年未満
３年以上～５年未満

５年以上～７年未満

７年以上～10年未満

(%)

10年以上

無回答

　

全体(n=79)
（平均）
67.2歳

7.6 17.7 13.9 25.3 16.5 17.7

20歳代

1.3

30歳代

-

40歳代 50歳代 60歳代

(%)

70歳代 80歳以上 無回答
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⑦ １日あたりのお世話・介護時間（問 35） 

１日あたりのお世話・介護時間は、「３時間未満」（20.3％）が最も多く、次いで「３

～６時間未満」（13.9％）が多くなっており、平均は 5.8 時間となっている。 

 

■１日あたりのお世話・介護時間 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 本人の認知症の診断の有無（問 36） 

本人の認知症の診断の有無は、「受けている」が 16.5％、「受けていない」が 64.6％

となっている。 

 

■本人の認知症の診断の有無 

 

 

 

 

 

平成 25 年度調査と比較すると、「受けている」が 8.1 ポイント減少している。 

 

■【前回比較】本人の認知症の診断の有無 

 

 

 

 

 

 

⑨ 介護負担（問 37） 

介護負担は、「ある」（20.3％）と「ときどきある」（19.0％）の合計で約４割を占め

ており、「あまりない」と「ない」はともに 8.9％となっている。 

 

■介護負担 

 

 

  

　

全体(n=79) 16.5 64.6 19.0

受けている 受けていない 無回答

(%)

　

全体(n=79) 20.3 19.0 16.5 8.9 8.9 26.6

ある ときどきある どちらともいえない あまりない ない

(%)

無回答

　

全体(n=79)
（平均）

5.8時間20.3 13.9 5.1
2.5

1.36.3 50.6

３時間未満 ３～６時間未満

６～９時間未満

９～12時間未満

12～15時間未満

(%)
15時間以上 無回答

（％）
受

け

て

い

る

受

け

て

い

な
い

無

回
答

平成28年度調査 (n=79) 16.5 64.6 19.0

平成25年度調査 (n=138) 24.6 61.6 13.8



第２章 各調査の結果 

256 

⑩ 介護をするうえでの困りごと（問 38） 

介護をするうえでの困りごとは、「精神的に疲れ、ストレスがたまる」「自分以外に介

護をする人がいない」（ともに 29.1％）が最も多く、次いで「自分の自由な時間がない」

（22.8％）が多くなっている。 

 

■介護をするうえでの困りごと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

精神的に疲れ、ストレスがたまる

自分以外に介護をする人がいない

自分の自由な時間がない

肉体的に疲れる

介護がいつまで続くのかわからない

十分な睡眠時間が確保できない

経済的な負担がかさむ

家族や自分の仕事に影響がある

介護サービスに関する情報が少ない

家族や親族の協力が得られない

介護に関して相談する相手がいない

希望するサービスが受けられない

育児や家族の世話ができない

夜間のサービスが足りない

介護の方法がわからない

虐待をしてしまう(衝動を持つ)時がある

介護従事者のサービスの質が悪い

事業所・医療機関などが家の近くにない

その他

特にない

無回答

29.1

29.1

22.8

20.3

20.3

10.1

10.1

8.9

7.6

7.6

5.1

3.8

2.5

2.5

1.3

1.3

1.3

-

7.6

11.4

32.9

0 % 10 % 20 % 30 % 40 %

全体(n=79)
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⑪ 介護者の支援策で必要なもの（問 39） 

介護者の支援策で必要なものは、「介護者に対する定期的な情報提供」（21.5％）が最

も多く、「在宅介護者への手当」（20.3％）、「電話や訪問による相談サービス」（19.0％）

と続いている。 

 

■介護者の支援策で必要なもの（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度調査と比較すると、「介護者が集まって話せる場づくり」が 8.7 ポイント

増加し、「介護者が気軽に休息がとれる機会づくり」「介護者に対する定期的な情報提供」

がそれぞれ 22.3 ポイント、8.2 ポイント減少している。 

 

■【前回比較】介護者の支援策で必要なもの（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

介

護
者

に

対

す
る

定

期

的

な
情

報

提

供

在

宅
介

護

者

へ
の

手

当

電

話
や

訪

問

に
よ

る

相

談

サ
ー

ビ

ス

介

護
者

が

集

ま
っ

て

話

せ

る
場

づ

く

り

介

護
者

が

気

軽
に

休

息

が

と
れ

る

機

会
づ

く

り

リ

フ
レ
ッ

シ
ュ

の

た

め

の

日
帰

旅

行

な
ど

の

機

会

提
供

介

護
者

が

仕

事
と

介

護

の

両
立

が

で

き
る

支

援

制

度
、

再

就

職
支

援

策

家

族
会

や

介

護
者

の

自

助

グ
ル
―

プ

づ
く

り

介

護
者

の

経

験
を

活

か

し

た
介

護

問

題
へ

の

発

言

の
場

づ

く

り

介

護
休

業

取

得
者

の

い

る

企
業

へ

の

支
援

制

度

そ

の
他

無

回
答

平成28年度調査 (n=79) 21.5 20.3 19.0 15.2 13.9 10.1 10.1 7.6 3.8 2.5 1.3 41.8
平成25年度調査 (n=138) 29.7 25.4 14.5 6.5 36.2 14.5 16.7 6.5 1.4 8.0 5.8 31.2

介護者に対する定期的な情報提供

在宅介護者への手当

電話や訪問による相談サービス

介護者が集まって話せる場づくり

介護者が気軽に休息がとれる機会づくり

リフレッシュのための日帰旅行

などの機会提供

介護者が仕事と介護の両立ができる

支援制度、再就職支援策

家族会や介護者の自助グル―プづくり

介護者の経験を活かした介護問題
への発言の場づくり

介護休業取得者のいる企業への支援制度

その他

無回答

21.5

20.3

19.0

15.2

13.9

10.1

10.1

7.6

3.8

2.5

1.3

41.8

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

全体(n=79)




